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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

本研究では、生体内においてインスリンの一過性、持続性、周期性の時間パターンにより代謝を選択

的に制御するインスリンシグナリングに着目して、時間情報コードのメカニズムと生理的意義の解明を

目指した。 

リン酸化プロテオームとメタボロームの2つのオミクス階層にまたがるネットワークを網羅的に再構

築する方法論「トランスオミクス解析」を世界に先駆けて確立するとともに、個体での解析も行い、ユ

ニークかつ応用性の高い成果が得られたと評価する。発表した学術論文の質・量ともに申し分なく、開

発した解析ソフトのラインセンス化も行われており、オーダーメイド医療への展望を切り拓いた。 

また、本チームの研究に携わった多くの若い研究員が、新しい活躍の場を獲得しており、若手研究者

の育成という面でも高く評価する。 

今後は、構築したシステムを用いて、生命科学を先導することが期待され、糖尿病などの生活習慣病

に対する予防法の開発など、新たな応用発展も期待している。 
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